
７
年
ぶ
り
の
春
日
祭
の
神

輿
巡
行
に
、
娘
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
参
加
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
ん
に
「
痩
せ
た

な
～
」
「
年
取
っ
た
な
ぁ
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
な
が
ら
、

心
配
さ
れ
た
お
天
気
も
、

途
中
少
し
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た

も
の
の
最
後
ま
で
大
き
く
崩

れ
る
こ
と
な
く
「
ヨ
イ
ヨ
イ

ヨ
イ
ヨ
イ
、
ホ
イ
ッ
ト
ー
、

ホ
イ
ッ
ト
ー
」
の
掛
け
声
で

勇
壮
に
巡
行
で
き
ま
し
た
。

最
大
の
見
せ
場
、
西
大
路

四
条
交
差
点
は
大
勢
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
な
か
、
東
西
の
神

輿
が
そ
れ
ぞ
れ
平
行
に
東
西

に
向
い
た
地
点
で
差
し
上
げ
。

す
っ
か
り
日
が
暮
れ
た
６

時
過
ぎ
に
、
春
日
神
社
へ
宮

入
で
無
事
け
が
も
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

山田こうじです！
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京
都
市
産
業
観
光
局
決
算
概

要
で
は
「
令
和
６
年
度
は
、
長

引
く
物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足

に
よ
る
影
響
は
あ
る
も
の
の
、

観
光
需
要
の
高
ま
り
な
ど
も
あ

り
、
京
都
経
済
は
全
体
と
し
て

持
ち
直
し
の
傾
向
に
あ
っ
た
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る

と
２
０
２
４
年
の
京
都
府
の
倒

産
件
数
は
、
２
０
１
２
年
以
来

１
２
年
ぶ
り
の
３
５
０
件
と
な

り
、
２
０
０
０
年
以
降
で
は
過

去
最
多
で
す
。
「
サ
ー
ビ
ス
業
」

（
９
７
件
）
「
小
売
業
」
（
９

０
件
）
、
「
建
設
業
」
（
７
０

件
）
な
ど
が
続
き
、
一
般
消
費

者
を
対
象
と
し
た
業
種
の
倒
産

は
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
の
影

響
は
極
め
て
深
刻
と
、
認
識
を

質
し
ま
し
た
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る

と
８
月
の
、
人
手
不
足
関
連
倒

産
は
、
人
件
費
高
騰
１
２
件
、

従
業
員
退
職
４
件
、
求
人
難
７

件
と
合
計
２
３
件
発
生
し
、
８

月
で
は
初
め
て
２
０
件
台
を
超

え
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
版

「
中
小
企
業
白
書
」
で
は
「
構

造
的
な
人
手
不
足
」
が
強
調
さ

れ
、
賃
上
げ
を
巡
る
課
題
で
は
、

大
企
業
の
労
働
分
配
率
は
２
３

年
度
に
４
８
・
２
％
に
ま
で
低

下
し
て
い
る
の
に
対
し
、
人
手

不
足
に
よ
る
人
件
費
高
騰
で
中

小
企
業
の
労
働
分
配
率
は
、
小

規
模
企
業
は
８
０
％
と
、
利
益

の
大
半
を
賃
金
に
注
が
ざ
る
を

得
な
い
事
態
で
、
賃

上
げ
に
は
直
接
支
援

が
必
要
で
す
。

賃
上
げ
支
援
に
つ

い
て
京
都
市
は
「
中

小
企
業
が
持
続
的
に

賃
上
げ
す
る
た
め
に

は
、
企
業
の
経
営
基

盤
の
強
化
、
生
産
性

の
向
上
で
収
益
を
拡

大
し
て
、
構
造
的
・

持
続
的
な
賃
上
げ
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
大

事
だ
。
」
答
弁
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
を
進
め
る
う
え
で
大

企
業
の
社
会
的
責
任
は
極
め
て

重
い
と
指
摘
し
、
２
０
１
２
年

度
か
ら
２
４
年
度
で
、
大
企
業

の
純
利
益
は
４
・
６
倍
、
株
の

配
当
は
２
・
８
倍
、
と
こ
ろ
が

従
業
員
の
給
与
は
１
・
１
倍
と

賃
金
が
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
が
生
み
出
し
た
富
が
、

大
企
業
を
大
も
う
け
さ
せ
、
株

の
配
当
も
大
幅
に
増
や
し
た
の

に
、
肝
心
の
賃
金
に
は
回
っ
て

い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

い
搾
取
で
す
。
資
本
金
１
０
億

円
以
上
の
大
企
業
の
内
部
留
保

が
５
６
４
兆
円
と
過
去
最
大
を

更
新
し
、
２
０
０
０
年
当
初
２

０
０
兆
円
前
後
で
推
移
し
て
い

た
内
部
留
保
は
３
倍
近
く
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
物
価
上

昇
に
対
し
て
実
質
賃
金
は
横
ば

い
の
た
め
、
労
働
者
の
賃
金
を

抑
制
し
な
が
ら
内
部
留
保
を
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
部

留
保
を
本
来
の
所
有
者
に
取
り

戻
す
た
め
、
内
部
留
保
に
時
限

的
に
課
税
し
財
源
を
作
り
、
雇

用
の
７
割
を
担
っ
て
い
る
中
小

企
業
へ
の
賃
上
げ
の
直
接
支
援

が
必
要
だ
と
指
摘
し
、
賃
金
が

上
が
れ
ば
家
計
消
費
に
つ
な
が

り
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
、
経

営
基
盤
が
強
化
さ
れ
構
造
的
賃

上
げ
と
な
り
ま
す
。

岩
手
県
で
は
昨
年
賃
上
げ
支

援
第
一
弾
を
実
施
し
、
今
年
は

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
第
二

弾
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
給
６

０
円
以
上
引
き
上
げ
た
企
業
に

１
人
当
た
り
６
万
円
、
１
企
業

３
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
。

９
月
２
６
日
時
点
で
、
申
請
人

数
は
２
万
６
３
１
２
人
、
申
請

金
額
は
１
５
億
７
，
８
７
２
万

円
。
第
一
弾
に
比
べ
労
働
者
数

で
１
・
３
倍
、
金
額
で
１
・
５

倍
に
達
し
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
群
馬
県
で
は
、

従
業
員
の
賃
金
を
５
％
以
上
引

き
上
げ
た

県
内
の
中
小
企
業

等
を
対
象
に
、

従
業
員
１
人

あ
た
り
５
万
円(

最
大
２
０
人

分)

を
支
給
す
る
制
度
を
、
今

年
７
月
１
４
日
か
ら
１
２
月
２

６
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

山
形
県
で
も
時
給
５
０
円
以
上

引
き
上
げ
た
企
業
に
１
人
５
万

円
、
最
大
５
名
の
支
援
を
実
施
。

茨
城
県
で
も
時
給
３
５
円
以
上

引
き
上
げ
た
企
業
に
、
１
人
当

た
り
、
正
規
５
万
円
、
そ
れ
以

外
３
万
円
１
企
業
最
大
５
０
万

円
。
京
都
市
と
し
て
も
他
都
市

の
事
例
を
研
究
し
、
京
都
市
独

自
の
賃
上
げ
支
援
を
求
ま
し
た
。


